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0がんの進み方と5年生存率
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平
成
三
年
度
中
本
町

で
が
ん
に
よ
り
二
十
六

名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
内
、
四

名
の
方
が
胃
が
ん
で
亡

く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
胃
が
ん
検
診
で

は
、
三
名
の
方
が
早
期

が
ん
で
発
見
さ
れ
、
手
術

を
受
け
元
気
に
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。

胃
が
ん
は
、
胃
壁
の
い
ち
ば
ん
内
側
の

粘
膜
層
に
あ
る
、
胃
液
を
分
泌
す
る
腺
の

細
胞
か
ら
発
生
し
ま
す
。
そ
し
て
、
が
ん

の
広
が
る
方
向
は
お
も
に
外
側
、　
つ
ま
り

粘
膜
下
層
や
筋
層
に
向
か

っ
て
深
く
進
ん

で
い
き
ま
す
。

が
ん
が
粘
膜
層
、
粘
膜
下
層
だ
け
に
と

ど
ま

っ
て
い
る
状
態
を

「早
期
が
ん
」
と

い
い
、
こ
の
時
期
に
発
見
し
、
手
術
で
き

れ
ば
九
十
著
以
上
治
り
ま
す
。

し
か
し
、
筋
層
に
ま
で
が
ん
が
進
行
す

る
と
、
「進
行
が
ん
」
と
呼
ば
れ
、
漿
膜
ま

で
進
ん
で
し
ま
う
と
生
存
率
は
三
十
育
以

下
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
胃
が
ん
は
深

く
な
る
ほ
ど
転
移
が
多
く
な
り
、
治
り
に

く
く
な
り
ま
す
。

早
期
に
発
見
し
、

早
期
治
療
す
る

こ
と
で
胃
が
ん
も
克
服
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
こ
で
町
で
は
、
六
月
二
十
四
日
か
ら

編

集

後

記

保健婦さんの
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各
地
区
毎
に
胃
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

（

自
覚
症
状
の
な
い
方
も
ぜ
ひ
受
診
し
、
自

Ａ

分
の
健
康
を
確
か
め
ま
し
よ
う
。　
　
　
　
Ａヽパ

先
月
号
で
は
、
私
の
校
正
ミ
ス

に
よ
り
訂
正
が
多
＜
＼
ご
迷
惑
を

あ
掛
け
致
し
讀
し
た
。
深
＜
お
詫

び
致
し
ま
す
。
訂
正
は
応
援
を
願

っ
て
、
発
行
に
は
間
に
合
い
ま
し

た
が
、
校
正
の
重
要
性
を
改
め
て

強
く
感
じ
ま
し
た
。
▼
〈
フ
年
も
梅

雨
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
参
り
ま

し
た
。
昨
年
の
台
風
に
よ
る
被
害

も
多
＜
残
っ
て
い
示
す
。
本
町
の

気
象
災
害
を
原
因
別
に
見
る
と
、

梅
雨
に
よ
る
水
害
と
台
風
に
よ
る

風
水
害
ど
お
も
で
、
五
月
か
ら
十

月
に
か
け
て
多
＜
発
生
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
気
象
情
報
に
注
意
し

て
＼
災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に
さ

れ
て
下
さ
い
。
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人□の動き
(5月 1日現在)

世帯数 2,543(+11)
男  4,010( 0)
女  4,337(-10)
総 数 8,347(-10)

員 多ヽ
/

力川Lリ

●   ●

高
森
町
民
憲
章

水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

漿
膜
筋
層

粘
膜
下
層

粘

膜

筋

板

米占
月莫

28%

■がんの進み方 ■ 5年生存率

進 行
がん

51

73%

89%

期

ん

早

が

95%

おめで

ありがとうございました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

く香典返し〉小糸善康、古閑ナミ子、

矢津田ツギエ、甲斐達志、甲斐慶福、

高木惧二、藤井誠治

〈病気見舞返礼〉甲斐幸男

く一般寄付〉亦勝シゲ子

月冒R の 灯

(上色見)4・ 2生 美白紀

森)4・ 8生 逸 子

有紗ちゃん 次 男
(高 森)4・ 16生 美智代

石塚  豪
り
ちゃん 雅 浩

(高 森)3・ 21生  環
工1藻あいかちゃん 英 二
(野 尻)4・ 1生 恭 子
発‰ ら魯ちゃん 宗 春

さんの長女

さんの長女

さんの長女

さんの長女

さんの 2女

4・ 30

二

福

志

惧

慶

達

長女

六

）
ん の 男

(敬称略)

(敬称略)

幸基

丸 山
4・ 29

テ ツ

鷹寛ちゃん 房 雄

ゃん 平一郎
7生 千代子

(1992.4月 受付分)

4 。17

|しあげます

一 人

さんの

赤ちやん
だんじよう

すえなが<
おしあわせに

木

斐

斐

高

甲

甲

ズ

カ

カ
″　
ョ

_L色見・西中原

宮崎県。南郷町

高 森 ・横 町

埼玉県・川越市

高 森 ・ 下町

菊池郡・菊陽町

木

斐

斐

高

甲

甲

(死亡者)(年齢)

子 小糸 善弘 77
田上タカフ

古閑  隆
甲斐  豊
矢津田二義

真未ちゃん 重 男

楢木野竹雄

近藤美保子

丈治

恵

正成

1和子

お<やみ

佐藤 和則
矢津田ツギエ

・ 2生 恵 美

(12)(1)
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誘
致
企
業
の
ト
ツ
プ
を
き
っ
て

青
山
製
作
所
熊
本
工
場
が
操
業
を
開
始

本
町
と
蘇
陽
町
が

昭
和
六
十

一
年
か
ら

共
同
で
企
業
誘
致
を

進
め
て
い
た
高
森
工

日
本
料
理
の
お
い
し
さ
の

一
つ

は
、　
コ
ン
ブ
を
使

つ
た
ダ
シ
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
間
違

っ
た
ダ

シ
の
と
り
方
を
す
る
と
、
う
ま
味

が
出
ま
せ
ん
。

コ
ン
ブ
の
味
は
、
表
面
に
つ
い

て
い
る
白
い
粉
が
決
め
手
。
カ
ビ

の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
「
マ
ン
ニ

ッ
ト
」
と
い
う
成
分
で
、
コ
ン
ブ

の
大
切
な
う
ま
味
で
す
。

マ
ン
ニ

ツ
ト
を
カ
ビ
と
見
間
違

っ
て
洗
い

流
し
た
り
、
こ
す
り
落
と
し
た
り

す
る
と
、
う
ま
味
を
逃
が
し
て
し

ま
い
ま
す
。

コ
ン
ブ
の
ダ
シ
を
と
る
と
き
は
、

地最初団工 業

コ
ン
ブ
を
洗
わ
な
い
こ
と
。
砂
な

ど
の
汚
れ
は
、
乾
い
た
ふ
き
ん
で

軽
く
ふ
き
取
り
ま
す
。

コ
ン
ブ
の
う
ま
味
は
、
切
り
口

か
ら
出
て
き
ま
す
。　
コ
ン
ブ
の
繊

維
に
直
角
に
切
れ
目
を
数
か
所
入

れ
、
し
ば
ら
く
水
に
浸
し
て
か
ら

やま
と
二
″

箱一杯になったねじは自動的に横に送られる

は
毎
日
の
よ
う
に
よ
く
使
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、　
コ
ン
ブ
を
買

っ
て
き

た
ら
前
も

つ
て
手
ご
ろ
な
大
き
さ

に
切

っ
て
お
く
と
、
使
い
勝
手
が

よ
く
便
利
で
す
。
切

つ
た

コ
ン
ブ

は
、

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
空
き
瓶
に

保
存
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

る

☆仕事は楽しいですか

今年、高校を卒業したばか りで、現在

研修期間中。仕事はきついけど先輩達が

いい人達ばかりで、良くしてもらってい

ます。 7月 からは、外交で頑張 ります。

☆今、 いちばんや りたいことは

車で遠くにドライブしたい。

☆どんな町づ<りを望み議すか

活気のある、若い人が町にのこりたい

と思えるような町づ くり。

色
　
見

・
西
　
丁

業
団
地
の
ト
ツ
プ
を
き

つ
て
、
株
　
百
五
十
二
平
方
肩
）
を
有
し
、
現

式
会
社
青
山
製
作
所

（本
社

・
愛
　
在
従
業
員
三
十
二
人
、
最
終
的
に

知
県
　
青
山
義
光
社
長
）
熊
本
工
　
は
五
十
人
体
制
と
な
る
計
画
で
す
。

場
が
、
二
月
六
日
か
ら

一
部
操
業
　
　
業
務
内
容
は
、
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ

卜
、
ね
じ
と
い
っ
た
自
動
車
用
フ

ア
ス
ナ
ー
製
品
を
製
造
。
特
徴
と

し
て
、
母
材
と
な
る
伸
線
か
ら
圧

造
―
ね
じ
―
熱
処
理
―
出
荷
と
い

つ
た

一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
お
り

一
日
八
ト
ン
の
生
産
を
行

つ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
九
月
ま
で
に
は
現
在
の

生
産
量
を
三
倍
の
十
六

ン
ト
に
増
産

し
て
、
本
格
的
な
操
業
に
な
り
ま

す
。

の企業青

沸
騰
す
る
前
に
取
り
出
す

火
に
か
け
ま
す
。
グ
ラ
グ
ラ
と
沸

騰
す
る
前
に
、　
コ
ン
ブ
を
取
り
出

す
こ
と
。
煮
た

っ
た
お
湯
に
い
つ

ま
で
も
入
れ
て
お
く
と
、　
コ
ン
ブ

独
特
の
臭
み
、
味
を
悪
く
さ
せ
る

ぬ
め
り
が
溶
け
出
し
て
き
ま
す
。

ダ
シ
を
と
る
た
め
に
、　
コ
ン
ブ

さ
て
、
ダ
シ
を
と
る
と
き
に
気

を
つ
け
た
い
の
が
、　
コ
ン
ブ
の
量

で
す
。
目
安
と
し
て
は
、
喫
茶
店

な
ど
で
見
か
け
る
マ
ッ
チ
箱
の
大

き
さ
が
、
お
わ
ん

一
杯
分
に
相
当

し
ま
す
。
そ
の
つ
ど
、
人
数
に
合

わ
せ
て
取
り
出
し
て
使

っ
て
は
い

宇

藤
　
一　
誠

さ
ん
ｍ

を
始
め
ま

し
た
。
同
社
は
、

工
業
団
地

総
面
積
の

約
五
〇
摯「

場
　
二
万
千
二

工
　
　
‥

．　

‥
　
　
．

本
　
百
六
十
平

耐

方
】月
の
敷

難
地
（工
場

油
　
面
積
四
千

●   ●

●   ●

こ
の
ベ
ッ
ダ
ー
と
い
う
機
械
で

ね
じ
の
形
状
を
作
る

〓
麟
難

一一

７

雛

鋏
饂

炒

録

「

『

蠣

出
来
上
が
っ
た
形
状
は
ロ
ー
リ
ン
グ

マ
シ
ー
ン
で

一
分
間
に
約
四
〇
〇
個

の
ね
じ
を
製
造

か
が
で
し
ょ
う
か
。

ダ
シ
を
と

つ
た
後
の
コ
ン
ブ
は
、

ご
み
と
し
て
捨
て
な
い
よ
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ポ
リ
袋
に
入
れ

て
、
冷
凍
庫
で
保
存
し
て
お
き
ま

す
。
あ
る
程
度
た
ま

っ
た
ら
細
く

切

っ
て
、
佃
煮
に
す
る
と
お
い
し

い
で
す
。

二
番
目
の
企
業
　
　
　
②

テ
ク
ノ
・カ
ワ
バ
タ
が
起
工

工
業
団
地
二
番
目
の
進
出
企
業

株
式
会
社
テ
ク
ノ

・
カ
ヮ
バ
タ

（二
重
県
鈴
鹿
市
　
川
端
信
幸
社

長
）
の
工
場
建
設
起
工
式
が
五
月

十
二
日
、
同
団
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。式
に
は
今
村
町
長
を
は
じ
め
関

係
者
約
二
十
人
が
出
席
。
玉
串
を

さ
さ
げ
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

工
事
竣
工
予
定
は
九
月
で
、
十

月
中
旬
に
は
二
番
目
の
誘
致
企
業

と
し
て
操
業
を
開
始
。
自
動
車
部

品
な
ど
を
製
造
し
、
当
初
は
従
業

員
十
五
人
で
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定

に
な

っ
て
い
ま
す
。

||||||

関係者が出席 して行われた神事

コ
ン
ブ
の

ダ
シ
の
と
り
方

■勤務先

■趣 味
■血液型

肥後銀行高森支店

ドライブ

内気でシャイなB型

今月の表紙
五
月
十
八
日
か
ら
二
十
六
日

に
か
け
て
、
町
内
の
五
つ
の
町

立
保
育
園
で
親
子
の
交
通
安
全

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
親
子
で
ア
ニ
メ

ー
シ
ヨ
ン
映
画
を
見
た
後
、
お

ま
わ
り
さ
ん
か
ら
交
通
安
全
に

つ
い
て
の
話
や
信
号
機
を
使

っ

て
信
号
の
見
方
、
横
断
歩
道
の

渡
り
方
な
ど
に
つ
い
て
教
わ
り

ま
し
た
。

ｎ
Ｈ

前

後
は
ら

で

療

か

ま

診

時

時

６
月
１４
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

圏
②
３
３
５
１

６
月
２１
日
　
渡
　
辺
　
内
　
科

圏
⑦
ｌ
７
７
７

６
月
２８
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

圏
⑦
０
０
１
９

７
月
５
日
　
立
　
野
　
病
　
院

圏
③
０
１
１
１

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

(11)
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お 知 ら せ
|

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
６
月
２２
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

人
事
院
と
熊
本
国
税
局
で
は
、

税
務
職
員

（税
務
大
学
生
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

税
務
職
員
は
、
国
家
公
務
員
採

用
Ⅲ
種
試
験

（税
務
）
に
合
格
し

た
方
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
採
用

さ
れ
ま
す
と
、
税
務
大
学
校
普
通

科
に
入
校
し
、
約

一
年
間
、
大
学

水
準
の
教
養
と
税
務
職
員
と
し
て

必
要
な
専
門
知
識
を
習
得
す
る
た

め
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
に
、
税
務
職

員
と
し
て
国
税

（税
務
署
）
の
仕

事
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
受
験
資
格
／
昭
和
４７
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
５０
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
歴
は
問
い

ま
せ
ん
。

■
試
験
の
程
度
／
高
等
学
校
卒
業

程
度
■
申
込
書
の
受
付
期
間
／
７
月
１

日

（水
）
か
ら
７
月
８
日

（水
）

ま
で
■
申
込
用
紙
／
熊
本
国
税
局
や
税

務
署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
熊
本
国
税
局
人
事

第
二
課

（
８
０
９
６

・
３
５
４

・

６
１
７
１
）
ま
た
は
、
阿
蘇
税
務

署

（
８
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５

５
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ん
ｃ
■
作
品
の
内
容
／
「明
る
い
選
挙
」

を
推
進
す
る
た
め
の
も
の

（投
票

総
参
加
の
呼
び
か
け
、
き
れ
い
な

選
挙
に
関
す
る
も
の
）
を
題
材
に

し
て
下
さ
い
。
な
お
、
「公
明
選
挙
」

「明
正
選
挙
」
等
の
語
句
は
使
わ

な
い
で
下
さ

い
。

■
募
集
期
間
／
５
月
２０
日
か
ら
８

月
３１
日
ま
で

詳
し
く
は
、
高
森
町
選
挙
管
理

委
員
会

（
圏
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

を
開
き
ま
す
。
専
門
の
弁
護
士
や

暴
力
団
担
当
刑
事
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密

は
固
く
ま
も
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
相
談
し
て
下
さ
い
。

■
と
　
き
／
６
月
２５
日

（木
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
零
時
ま
で
民
事

相
談
。
午
後
１
時
３０
分
か
ら
研
修

〈
ム■
と
こ
ろ
／
大
津
町
民
セ
ン
タ
ー

内
中
央
公
民
館
２
階
中
会
議
室

阿
蘇
保
健
所
で
は
、
高
齢
者
対

策
、
特
に
寝
た
き
り
対
策
と
し
て

家
庭
で
の
実
際
的
な
看
護
、
介
護

の
技
術
の
習
得
を
図
り
、
地
域
で

寝
た
き
り
の
人
を
抱
え
る
家
族
な

ど

へ
の
支
援
の
で
き
る
人
を
育
成

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
家
庭
看

護
教
室
を
開
き
ま
す
。

■
受
講
対
象
者
／
阿
蘇
保
健
所
管

内

の

一
般
の
方

（但
し
、
寝
た
き

り
の
病
人
の
介
護
を
職
業
と
し
て

い
る
人
を
除
く
）

■
申
込
方
法
／
受
講
希
望
者
は
、

阿
蘇
保
健
所
保
健
予
防
課

（
圏
０

９
６
７

・
３
２

・
０
５
３
５
）
ま

た
は
町
役
場
町
民
福
祉
課
保
健
衛

生
係

（
雷
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）
に
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

■
募
集
期
間
／
６
月
１
日

（月
）

か
ら
６
月
１５
日

（月
）

定
　
員
／
２０
人

（定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

■
受
講
料
／
無
料
と
し
、
全
課
程

を
修
了
し
た
方
に
は
修
了
証
を
交

付
す
る

■
場
　
所
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

■
実
施
期
日
及
び
内
容

長雨の降りやすい6月

木の裂ける音など……前ぶれがあつたらすぐ避難

熊
本
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

明
る
い
選
挙
を
す
す
め
る
う
え
で

役
立
つ
標
語
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ

熊
本
県
暴
力
追
放
協
議
会
で
は
、

民
事
関
係
で
暴
力
団
が
介
入
し
て

お
困
り
の
方
の
た
め

「民
事
暴
力

相
談
所
」
「暴
力
団
対
策
研
修
会
」

『驚いたことに、家からわずか30メ ートルほど離

れた山が中腹から崩れ落ち、道路はおろか川のなか

まで埋めてしまっているではありませんか。……数

日後、もう一度わたしは土砂崩れの起こった現場に

行ってみました。そこには、人間の力ではとても動

かせそうにない大きな石が何個も落ちていました。

河原にあるようなとがった石や、山の上に生えてい

る5メ ートル以上もある大木までそのまま落ちてい

るのです』……これは、昨年行われた「土砂災害防

止に関する絵画 。ポスター・作文コンクール」に寄

せられた応募作品の一つです。

ここで紹介したような悲惨な土砂災害は、全国で

毎年起きています。昨年は特に、雲仙・普賢岳の噴

火に伴う火砕流や土石流、台風19号の集中豪雨によ

る土砂災害などにより、大きな被害がでました。

>雨量100ミ リ以上は要注意

日本は国土の約 8割が山地や丘陵地、台地という

こともあり、土砂災害危険地域が全国に約16万か所

もあります。自然災害のうち、土砂災害が6割以上

を占めるというのもうなずけます。

特に、梅雨で長雨の降る6月 はこうした土砂災害

の多い時期です。一般に土砂災害の発生と雨量との

関係については、 1時間に20ミ リ以上、または、降
り始めからの雨量が 100ミ リ以上になったら要注意

といわれています。がけ地や川のそば、山がすぐ近

くに迫っているところに家がある方は気象情報に耳

を傾け、土砂災害に十分注意しましょう。

また、土砂災害のそれぞれの前兆を次に挙げます。

前兆を発見したら、町の防災担当課に連絡するとと

もに、避難の準備を始めましょう。

さまざまな土砂災害の前兆

・木の裂ける音やゴロゴロと石が

流れる音がする。

・川の水が急に濁ったり、流れに

流木が混ざったりする。

・雨が降っているのに川の水かさ

が急に減 り始めた。

・地面にひび割れができた。

・地面の一部が陥没したり盛 り上

がったりした。

・池の水かさが急に変わった。

・井戸の水が濁った。

。がけから小石などがパラパラと

落ちている。

・がけに裂け目ができた。

・斜面の途中から突然水がわきだ

した。

土 后 九
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忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

国
民
年
金
の

「サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
」
第
二
号
被
保
険
者
の

届
け
を
し
た
か
ら
も
う
安
心
…
…
そ
う
思

っ
て
い
る
奥
さ
ん
は
い
ま

せ
ん
か
。

第
二
号
被
保
険
者
の
届
け
を
出
さ

れ
た
後
、
奥
さ
ん
ご
自
身
が
厚
生
年

金
保
険
の
あ
る
会
社
に
勤
め
た
と
き
、

ま
た
は
、
ご
主
人
が
会
社
を
退
職
し

た
り
、
転
職
し
た
と
き
な
ど
、
人
生

の
節
目
節
目
に
国
民
年
金
の
加
入
種

別
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
、

町
役
場
に
届
け
出
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
届
け
出
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

0)(3)

年
　
　
金

税

務

職

員

第12回
はおしのぶコンサート
かれんな花「はなしのぶ」とマ

ンドリンの調べ|こあなたも行つて

みませんか。

■と き 6月 28日 (日 )
■ところ 南阿蘇国民休暇村

阿蘇野草園

■主 催 はなしのぶコンサー ト
実行委員会

■後 援 環境庁・熊本県・高森
町 。南阿蘇国民休暇村

■テーマコンセプ ト

『旅』   .
■演奏曲目

組 曲

クラソプフエンの森にて

クシュスポス ト

ウィーンの森の物語

さくら変奏曲

愛の讃歌

美空ひばリメドレー

雷鳴と雷光

若葉 (高森小児童合唱団 )

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

啓明

承 ●
力

い

標選

語挙

民

事

暴

カ

家
庭
看
護
教
室
受
講
生

阿
蘇
保
健
所

ご
主
人
の
転
職

（厚
生
年
金
―
共
済
年
金
）

奥
さ

ん
ご
自
身

が
就
職

Ｏ
Ｌ
が
退
職
し
て
サ
ラ
リ

ー

マ
ン
と
結
婚

共
働
き
を
や
め
た
と
き

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
夫
が
退

職
し
て
自
営
業

ヘ

奥
さ
ん
の
年
収
が
１２０
万
円

以
上
に
な

っ
た
と
き

（夫

の
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く

な

っ
た
）

専
業
主
婦
が
サ
ラ
リ
ー

マ

ン
の
夫
と
離
婚

家
事

手
伝

い
の
人
が
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
と
結

婚

こ

ん

な

と

き

種
別
変

更
届

（３
号
↓

３
号
）

種
別
変
更
届

（３
号
３

２
号
）

種
別
変
更
届

（２
号
０
３
号
）

種
別
変

更
届

（３
号
０

１
号
）

種
別
変
更

届

（
１
号
０

３
号
）

こ

ん

な

届

け

出

夫

の
加

入
す

る
年

金
制
度

が
負
担

加

入
す
る
年
金
制

度

が
負
担

夫
の
加
入
す
る
年

金
制
度
が
負
担

奥
さ

ん
が
市

町
村

役
場

に
納

め
る

夫

の
加

入
す

る
年

金
制
度
が
負
担

保
険

料

の
納

め
方

１２

月

１６

日

Ｈ

月

１８

日

１０

月

２１

日

９

月

１６

日

８

月

１９

日

７

月

１５

日

１３

一３０

～

・
知
っ
て
お
き
た
い
福
祉
の

サ
ー
ビ
ス
　

　

（修
了
式
）

排
泄
の
世
話

・
病
人
の
食
事

・
食
事
の
さ
せ
方

・
日
の
な

か
の
手
入
れ

か
ら
だ
の
清
潔

・
病
人
の
身
の
ま
わ
り
の
整

え
方
・
気
持
ち
の
よ
い
体
ま
せ
方

・
起
こ
し
方

・
病
人
の
気
持
ち
と
介
護
者

の
心
構
え

・
病
人
の
観
察

（開
講
式
）

内

　

　

　

容

6/15日 (月 )6/25日 (木)7/6日 (月 )時間 9時～15時



学
校
は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

通
う
も
の
―
―
い
ま
、
こ
の
当
然
の

よ
う
な
制
度
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
月

一
回
の
学
校
週
五
日
制
が
実
施

さ
れ
る
学
校
は
、
全
国
の
国
公
立
の

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等C)

学
校

、
盲

・
ろ
う

養
護

学
校

で
す
。

ま
た
、
私
立

の
学
校

に
も

で
き
る
だ

け
歩
調
を
あ
わ

せ
る
よ
う
協
力
が
求

め
ら
れ

て
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
土
曜

日
を
休

み
に
す

る

の
で
し

よ
う
か
。

社
会
全
体
が
多
様
化
し
、
大
き
く

j゛′

i;.k'tk6@ff88

五
日
制
の
導
入
―

―

今
年
の
工
学
期
か
ら

″学
校
週
五
日
制
″
が
実
施

さ
れ
、
月

一
回
、
第
二
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

明
治
以
来
、　
一
世
紀
以
上
に
わ
た
つ
て
続
い
て
い

た
週
六
日
制
に
ビ
リ
オ
ド
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
制
度
は
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
で
の
教
育
の

あ
り
方
を
見
直
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
人
間
性
を
育
て
よ
う
と

い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

―

―
平
成
四
年
九
月

変
化
す
る
な
か
で
、
自
ら
考
え
、
判

断
し
、
行
動
で
き
る
資
質
や
能
力
を

育
て
る
こ
と
を
重
視
す
る
教
育
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
実
施
さ
れ
る

″学
校
週

五
日
制
〃
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
家

庭
や
地
域
社
会
で
の
生
活
時
間
を
使

っ
て
、違
う
年
齢
の
仲
間
と
の
遊
び
、

自
然
体
験
、
社
会
体
験
、
生
活
体
験

な
ど
を
増
や
す
こ
と
で
、
こ
の
よ
う

な
資
質
や
能
力
を
根
づ
か
せ
る
と
い

う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
共
通
し
た
知
識
や
技

能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
重
視
し
た

い
ま
ま
で
の
教
育
か
ら
、
個
性
や
創

造
性
を
育
て
る
こ
と
を
重
視
す
る
教

育
を
目
指
そ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
り

ま
す
。

実
施
に
向
け
て
の
″影
響
と
対
策
″

文
部
省
で
は
、
こ
の
制
度
の
実
施

に
向
け
て
、
二
年
前
か
ら
全
国
六
十

八
校
を
モ
デ
ル
校
に
し
て
、
″
研
究
〃

を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
か
ら
、
制
度
の
実
施
に

よ
る
家
庭
、
学
校
、
地
域
へ
の

″影

響
と
対
策
〃
は
次
の
と
お
り
で
す
。

家
庭
で
は

子
ど
も
が
親
と

一
緒
に
過
ご
す
な

か
で
、
生
き
方
や
生
活
の
知
恵
を
学

ぶ
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

し
か
し
、
共
働
き
の
家
庭
の
子
ど

も
や
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
配
慮

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
子
ど
も
は
学
校
が
休
み

だ
け
れ
ど
も
、
親
が
働
い
て
い
る
た

め
午
前
中
は
子
ど
も

一
人
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
幼
稚
園
や
小
学
校
、

盲

・
ろ
う
養
護
学
校
で
は
、
当
面
の

間
、
休
み
と
な
る
土
曜
日
に
も
、
学

校
を
開
放
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
、

家
庭
で
の
負
担
を
少
な
く
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

学
校
で
は

い
ま
ま
で
六
日
間
で
学
習
し
て
い

た
こ
と
を
五
日
間
で
学
ぶ
こ
と
は
、

か
え
っ
て
子
ど
も
に
負
担
が
か
か
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
学
校
で
は
、
授
業

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
や
指
導
方
法

を
工
夫
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
は

休
み
に
な
つ
て
も
、
何
を
す
れ
ば

よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
、

活
動
の
場
所
が
な
い
。
こ
れ
で
は
意

昧

が

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

の
た

め

、
学

校

に

あ

る

施

設

の

開

放

や

公

共

施

設

の
整

備

・
充

実

を

進

め

る

こ
と

と

、

そ

し

て
、

大

人

の

サ
ポ

ー

ト
が

必

要
と
な

っ
て
き

ま

す
。

例

え

ば

、

周

り

の
大

人

が

い
ろ

い

ろ
な

プ

ロ
グ

ラ

ム
を

考

え

、

そ

の
な

か

か

ら

、

子

ど

も

の
自

主

性

に
ま

か

せ
、
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ま
せ
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。

社
会
全
体
で

子
ど
も
た
ち
を
見
守
ろ
う

今
後
、
学
校
週
五
日
制
の
定
着
を

図

っ
て
い
く
う
え
で
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
が
い
ま
ま
で
以
上
に
連
携

を
深
め
、　
一
体
と
な

っ
て
問
題
の
解

決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

休

日

が

増

え

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

子

ど

も

た

ち

の
生

活

が

活

気

あ

る

も

の

に
な

る

よ

う

に

、
社

会

全

体

で

見

守

り

、

対

策

を

考

え

て

い
き

ま

し

よ

う

。

個
性
や
創
造
性
を
伸
は
す
教
育
が
狙
い

題「動 物 園」

年長組

住吉 桂志 くん

題「お母さん」

年長組

楢木野麻衣子 さん

ヅ′ケ′′7-

イ
`、

Or" でヽ含

●   ●

●   ●

一　
　
高
木
恵
美
先
生
が
ら
…
め
が
ね
を
か
け
た
大
好

一　
き
な
お
日
さ
ん
が
、
大
き
く
描
け
ま
し
た
。
や
さ

一　
し
い
雰
囲
気
が
よ
＜
出
て
い
ま
す
。

高木恵美先生がら…動物園で見たいろい

ろな動物を粘上で作りました。ひとつひと

つの細かいところまで、よく工夫されてい

ます。

肥

後

狂

旬

（阿
蘇
御
神
火
会
）

ま
た
左
遷
　
口
惜
し
涙
も
枯
れ
つ
き
た

め
ぐ
り
逢
い
　
俺
が
人
生
賭
け
て
み
う

赤
信
号
　
今
言
う
た
こ
つ
又
言
わ
す

ハ
イ
キ
ン
グ
　
迷
う
て
消
ゆ
る
道
の
あ
る

め
ぐ
り
逢
い
　
虜
に
な

っ
た
草
木
染
め

二
言
目
　
金
の
草
軽
と
褒
め
な
は
る

ハ
イ
キ
ン
グ
　
パ
パ
に
日
曜
さ
せ
と
か
ん

赤
信
号
　
生
徒
増
産
出
来
ん
ど
か

坂
道
も
駆
け
て
行
く
子
等
花
い
ば
ら

返

へ
り
見
て
仰
ぐ
峠
の
つ
つ
じ
文
字

し
ば
垣
や
山
女
の
宿
の
夏
炉
焚
く

お
茶
摘
み
の
予
定
も
つ
か
ず
霜
の
害

通
院
の
心
新
た
に
更
衣

在
さ
ば
と
思
ふ
若
葉
の
庭
訪
い
て

亡
母
偲
ぶ
よ
す
が
と
な
り
ぬ
茶
の
芽
立
ち

新
樹
風
ふ
と
遠
乗
り
も
し
て
見
た
く

昼
飼
に
と
夫
の
好
物
豆
ご
は
ん

卯
の
花
の
散
り
て
山
路
の
尚
狭
く

（菜
の
花
句
会
）

ｉ
ｔヽ

■
曝

“ｔ
ｔ
熱
■
‐
‐

堀
田
馬
原

蘇
仙
馬
笑
公
子
不
忘
一
一月

笑
声
琴
司
南
天

林林
田
松
野
岡
本
浦
塚

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

松
岡
　
信
子

桐
原
　
　
寿

林
　
　
久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄
　
泰
子

平
田
る
り
子

馬
原
　
要
子
　
９

岩
下
　
扶
美

田
上
黙

(4)
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み
ん
な
のひ
３
ば

．
／

．

レぼ

一
一

15,2

写 真 を ご 希望の方は .

広報係 へ ご連絡 下さい

太
郎
は
、
泣
か
な
い
赤
ん
ぼ
う

だ

っ
た
。
ど
ん
な
に
ひ
ど
い
事
を

さ
れ
て
も
、
決
し
て
泣
か
な
い
子

だ

っ
た
。
私
た
ち
だ

っ
て
、
き

っ

と
泣
い
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

太
郎
は
人
間
の
子
だ
か
ら
、
ば

け
も
の
の
し
ば
て
ん
で
は
な
い
。

し
ば
て
ん
は
ば
け
も
の
だ
か
ら
、

人
間
の
子
の
太
郎
で
は
な
い
。
私

は
、
何
だ
か
い
や
な
予
感
が
し
た
。

そ
の
し
ば
て
ん
は
、
す
も
う
が
好

き
で
、
百
し
よ
う
を
投
げ
と
ば
し

て
い
た
。
太
郎
も
ま
た
す
も
う
が

強
か
っ
た
。
私
の
い
や
な
予
感
が

あ
た

っ
た
。
太
郎
は
、
し
ば
て
ん

の
生
ま
れ
か
わ
り
だ
と
思
わ
れ
て
、

村
人
に
村
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
し

ま

っ
た
。
村
人
は
、
し
ば
て
ん
に

に
て
い
る
太
郎
の
こ
と
を
こ
わ
い

と
思

っ
て
い
た
し
、
投
げ
と
ば
さ

れ
た
ら
、
足
こ
し
が
立
た
な
く
な

っ
て
働
け
な
い
か
ら
、
め
い
わ
く

だ
と
思

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
け

れ
ど
、
太
郎
を
追

い
出
す
こ
と
を

決
め
た
の
は
長
者
だ

っ
た
。
長
者

は
、
太
郎
が
い
る
と
村
が
あ
ら
さ

れ
て
、
自
分
の
計
画
が
じ
ゃ
ま
さ

れ
る
か
ら
こ
ま
る
と
思

っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

山

へ
追
い
あ
げ
ら
れ
た
太
郎
は
、

か
た
い
、
お
い
し
く
な
い
、
に
が

い
草
の
根
を
か
じ

っ
て
、
そ
れ
で

も
何
と
か
生
き
て
い
た
。
私
た
ち

だ

つ
た
ら
、
こ
ん
な
も
の
ま
ず
く

て
食
べ
ら
れ
な
く
て
、
あ
き
ら
め

て
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

け
れ
ど
も
太
郎
は
、
し

っ
か
り
生

き
て
い
た
。
私
は
太
郎
は
と
て
も

た
く
ま
し
く
て
、
ほ
ん
と
う
に
強

い
な
あ
と
思

っ
た
。

あ
る
時
、
太
郎
は
人
間
に
会

い

た
く
な

っ
た
。
村
に
お
り
て
み
る

と
、
村
人
達
も
太
郎
と
同
じ
生
活

を
し
て
い
た
。
ほ
ね
だ
け
の
子
ど

も
、
そ
の
場
面
を
頭
に
う
か
べ
る

と
、
な
み
だ
が
出
て
く
る
。
村
人

が
こ
ん
な
に
苦
し
ん
で
い
る
の
に
、

長
者
の
く
ら
に
は
米
だ
わ
ら
が
ご

ろ
ご
ろ
し
て
い
る
。
私
は
、
長
者

が
ゆ
る
せ
な
い
。
私
は
、
と
て
も

く
や
し
い
と
思

っ
た
。
村
人
は
、

自
分
達
の
生
活
の
た
め
に
、
長
者

の
く
ら
を
打
ち
こ
わ
そ
う
と
し
た

け
れ
ど
、
力
が

つ
き
て

へ
た
ば

っ

て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
に
と

つ
ぜ
ん
、

太
郎
が
と
び
出
し
て
き
た
。
太
郎

も
、
長
者
が
し
て
い
る
こ
と
に
、

が
ま
ん
が
で
き
な
か

っ
た
の
だ
と

思
う
。
太
郎
の
お
か
げ
で
、
長
者

の
く
ら
を
打
ち
こ
わ
す
事
が
で
き
、

み
ん
な
で
米
を
分
け
あ

っ
た
。
村

人
も
、
み
ん
な
太
郎
に
感
し
や
し

て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
役
人
が

村

へ
来
て

「長
者
の
米
を
ぬ
す
ん

だ
の
は
だ
れ
だ
」
と
聞
い
た
。
す

る
と
、
村
人
は

「お
米
を
ぬ
す
ん

だ
や

つ
は
、
太
郎
だ
」
と
口
々
に

答
え
た
。
私
は
、
村
人
は
ひ
ど
い

と
思

っ
た
。
村
人
は
、
全
部
太
郎

の
せ
い
に
し
て
し
ま

っ
た
か
ら
だ
。

き

っ
と
村
人
は
、
役
人
の
こ
と
が

こ
わ
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
当
の

事
を
言

っ
た
ら
、
ど
う
な
る
か
わ

か
ら
な
い
と
思

っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
け
れ
ど
や

っ
ぱ
り
、
私
は

村
人
を
ゆ
る
す
事
が
で
き
な
い
。

村
人
の
、
自
分
達
だ
け
助
か
れ
ば

と
い
い
と
思

っ
た
心
が
太
郎
を
追

い
や

っ
た
の
だ
。

太
郎
は
だ
ま

っ
て
役
人
に
連
れ

て
行
か
れ
、
そ
の
ま
ま
帰

っ
て
来

な
か
っ
た
。
何
度
も
村
人
は
、
太

郎
を
苦
し
め
た
。
で
も
太
郎
は
お

こ
ら
な
か

っ
た
。
自
分
を
ひ
ろ
つ

て
く
れ
た
村
人
、
そ
の
村
人
の
感

じ
や
の
気
持
ち
が
太
郎
に
あ

つ
た

の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
何
も

言
わ
ず
、
役
人
に

一
人
連
れ
て
い

か
れ
た
太
郎
を
、
私
は
す
ご
い
と

田
ぃ
かり
。

村
人
は
、
太
郎
が
助
け
に
来
た

時
は
喜
ん
だ
く
せ
に
、
最
後
は
全

部
太
郎
の
せ
い
に
し
て
し
ま

っ
た
。

太
郎
は
し
ば
て
ん
の
生
ま
れ
か
わ

り
だ
か
ら
、
や
す
や
す
に
げ
る
こ

と
が
で
き
る
な
ん
て
、
人
間
達
の

つ
ご
う
の
い
い
よ
う
に
考
え
て
い

る
。
太
郎
は
人
間
。
み
ん
な
の
な

か
ま
の
人
間
だ
か
ら
、
生
き
か
え

る
事
な
ん
て
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

村
人
が
み
ん
な
で
助
け
合
わ
な
い

と
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

そ
う
い
う
所
を
考
え
る
の
が
、
な

か
ま
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。

「
し
ば

て
ん
」

を
学

習
し

て

農薬危険防止運動

｀
農薬事故
″
の9割は、ちよつとした不注意
― 特
に多い散歩中の中毒―

●   ●

●   ●

農業を営んで居る皆さん、農薬は正しくお使いで

すか。

農薬は、病害虫や雑草を防いだり作業量が減った

りするという便利さをもつ半面、使い方を誤れば、

人間やその他の生物にとって有害なものとなってし

まう恐れもあります。ですから、農薬を使うときは、

扱う人の安全はもとより、作物や周辺の環境に対す

る安全などに十分配慮しなければなりません。

慣れからくる不注意が一番危険

ところが、農薬による中毒事故が毎年

発生しています。特に多いのが散布中の

事故です。

では、農薬の中毒事故はなぜ起こるの

でしょうか。事故の主な原因をみると、

農薬を使う人のちょっとした不注意からくる事故が

全体の約9割 を占めています。ということは、気を

つけてさえいれば事故の大半は防げるのです。

そこで、次に挙げるような点に注意し、農薬によ

る事故を防ぎましょう。

○薬液を調整。散布するときは、ゴム手袋や農業用

マスク、保護メガネなどをしましょう。

○農薬は、カギなどのかかる安全な場所に保管する

ようにしましょう。また、使い残しの出ないよう、

計画的に購入することも肝心です。

○特に子どもやお年寄りなど、散布に関係のない人

が近づかないよう気を配ることが大切です。また、

自分から浴びることのないよう風向きに注意し、

風下から散布しないよう注意しましょう。

○散布には風の強くない、朝夕の涼しい時間帯を選

び、作業は2～ 3時間で交代しましょう。

○寝不足など、体調の優れないときの散布は控えて

ください。このほか、農薬の袋などに記載されて

いる使用時期や使用回数、使用上の注意

に従い散布するようにしましょう。「毎年

散布しているから大丈夫」などといった

慣れからくる不注意が一番危険です。

消費者に
｀
おいしい安心

″
を届けよう

近ごろは、季節を問わず野菜や果物が食

卓をにぎわせています。栽培技術などの進歩にもよ

りますが、農薬の効果も忘れることができません。

ところが最近、農作物への消費者の関心も高まり、

農薬の危険性について社会的に論議を呼んでいます。

しかし、現在登録されている農薬は、厳しい毒性

試験などをパスしたもので、安全性が確認されてい

ます。使用法を守れば決して危険なものではありま

せん。このことを一般の人に理解してもらうために

も、そして、消費者に
｀
おいしい安心

″
を届けるた

めにも、農薬は正しく使いましょう。

高森小学校 5年

野 尻 み か さん

この作文は、3月発刊の人権

作文「地鳴」第14集 |こ掲載さ

れた作品です。

好
品
で
し
た
。

そ
の
後
、
清
涼
飲
料
水
が

多
様
化
し
、
ラ
ム
ネ
は
影
を

潜
め
ま
し
た
が
、
最
近
の
レ

ト

ロ
ブ
ー
ム
や
地
域
お
こ
し

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
日
に
ふ

れ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

ラ
ム
ネ
は
、
レ
モ
ネ
ー
ド

と
い
う
言
葉
が
日
本
語
化
し

た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

瓶
の
首
に
入
っ
て
い
る
ビ
ー
玉
と
、

日
の
と
こ
ろ
の
ゴ
ム
輪
と
で
気
密

を
保
つ
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、　
一
八
四
三
年
に
イ
ギ
リ

ス
で
発
明
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

ラ
ム
ネ
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て

は
、　
一
八
六
〇
年
ご
ろ
イ
ギ
リ
ス

船
が
長
崎
に
持

っ
て
き
た
と
か
、

オ
ラ
ン
ダ
船
が
持

っ
て
き
た
の
で

オ
ラ
ン
ダ
水
と
呼
ば
れ
て
い
た
な

ど
の
説
が
あ
り
ま
す
。
明
治
維
新

前
後
に
は
、
日
本
で
も
製
造
が
始

め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ラ
ム
ネ
瓶
は
洗
う
の
が
む
ず
か

し
い
の
で
、
ヨ
ー

ロ
ツ
パ
で
は
王

冠
の
発
明
と
と
も
に
姿
を
消
し
た

よ
う
で
す
が
、
日
本
で
は
最
近
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ラ
ム
ネ
瓶
が

出
現
し
、
郷
愁
を
さ
そ
う
飲
み
物

と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

夏
の
暑
い
と
き
に
清
涼
飲
料
水

β，
■
ハ
イ
ι

〔フ

ち
や
ん
と
連
続
休
暇
を
と

つ
て
い

ま
す
か
。

プ
シ

ュ
ー
ッ
と
さ
わ
や
か
な
音

を
た
て
て
栓
を
抜
き
、
ガ
ラ
ス
玉

を
カ
ラ
カ
ラ
い
わ
せ
な
が
ら
飲
む

ラ
ム
ネ
。
第
二
次
大
戦
前
ま
で
は
、

サ
イ
ダ
ー
、
と
こ
ろ
て
ん
、
氷
水

な
ど
と
並
ぶ
、
夏
の
代
表
的
な
し

を
口
に
す
る
と
ほ
っ
と
し
ま

す
ね
。
人
間
に
は
ほ

っ
と

一

息

つ
い
て
リ
フ
レ
ツ
シ

ユ
す

る
時
間
が
必
要
で
す
。
連
続

休
暇
の
普
及

・
拡
大
を
目
的

に
、
六
～
八
月
に

「
ほ
つ
と

ウ
イ
ー
ク
」
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
ま
す
。
あ
な
た
は
、
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ア
メ
リ
カ

ｏ
モ
ン
タ
ナ
州
よ
り

テ
レ
ビ
取
材
チ
ー
ム
が
来
町

ア
メ
リ
カ

ｏ
モ
ン
タ
ナ
州
の
テ

レ
ビ
局
が
日
本
紹
介
の
報
道
番
組

を
作
成
す
る
目
的
で
五
月
十

一
日

・
十
二
日
の
両
日
、
取
材
の
た
め

本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

熊
本
県
と
モ
ン
タ
ナ
州
は
、
姉

妹
提
携
十
周
年
を
迎
え
て
お
り
、

熊
本
の
教
育

。
文
化
や
経
済
、
農

業
な
ど
を
取
材
。
本
町
で
は
農
業

部
門
の
畜
産
を
取
材
に
来
町
し
た

も
の
で
す
。

一
行
は
、
南
阿
蘇
畜
協
で
肉
用

牛
や
施
設
を
撮
影
し
た
り
通
訳
を

通
し
て
質
問
し
た
り
、
細
や
か
に

取
材
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
上

色
見

。
前
原
の
荒
牧
弘
幸

（３９
）

さ
ん
（肉
用
牛
肥
育
農
家
）

の
畜
舎
や
根
子
岳
の
ふ
も

と
の
牧
野
で
放
牧
牛
を
、

ま
た
、
高
森

・
下
町
の
中

村
則
之

（３６
）
さ
ん
所
有

の
モ
ン
タ
ナ
製

ロ
グ

ハ
ウ

ス
を
撮
影
し
ま
し
た
。
翌

十
二
日
は
、
外
国
青
年
教

師

マ
ー
ク

・
マ
ー
ス
ル
さ

ん
を
取
材
し
て
、
南
阿
蘇

を
後
に
し
ま
し
た
。

雨
季
を
前
に

危
険
箇
所
を
確
認

高
森
町
防
災
対
策
会
議
が
五
月

二
十
七
日
、
町
消
防
団
幹
部
や
高

森
警
察
署
、
阿
蘇
広
域
消
防
署
か

ら
約
二
十
人
が
出
席
し
て
町
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
岩
下
助
役
が

「防

災
に
力
を
入
れ
地
域
住
民
の
財
産

を
守
り
、
も
し
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
早
急
に
災
害
復
旧
に
取
り

か
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
あ
い
さ

つ
。

こ
の
後
、
町
の
防
災
計
画
が
説

明
さ
れ
、
昨
年
の
台
風
十
九
号
に

よ
る
危
険
箇
所
十
五
か
所
の
ほ
か
、

百
二
十
六
か
所
の
危
険
箇
所
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

｀ ′

ー
危険箇所が協議された防災会議

生花と一緒に展示されている絵画

よ
り
多
く
の
人
に
絵
の
鑑
賞
を

国
民
休
暇
村
に
絵
画
を
展
示

生
花
教
室
を
さ
れ
て
お
り
、
女
性

従
業
員
の
生
け
た
花
が
絵
画
と

一

緒
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
渡
部

洋
支
配
人
も

「生
花
も
絵
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
よ
く
、
観
光
客
の
皆
さ

ん
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
」
「休
暇

村
と
し
て
も
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り

ま
し
た
。
長
い
期
間
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
町
内
の
方
は
勿
論
で

き
る
だ
く
多
く
の
人
に
絵
を
鑑
賞

し
て
戴
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
の

館
内
に
飾
ら
れ
た
絵
画
が
、

訪
れ
た
観
光
客
の
目
を
引

い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
幅
広
く
多
く

の
人
に
絵
画
を
見
て
も
ら

お
う
と
、
高
森
土
曜
会
の

メ
ン
バ
ー
が
描
い
た
作
品

を
、
休
暇
村
が
展
示
し
て
い
る
も

の
で
す
。
絵
画
は
、
五
月
か
ら

一

年
間
の
予
定
で
展
示
さ
れ
、　
ロ
ビ

ー
、
食
堂
、
階
段
、
廊
下
な
ど
に
、

根
子
岳
や
風
景
を
描
い
た
二
十
号

か
ら
百
号
ま
で
の
大
き
さ
の
絵
画

二
十
点
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
休
暇
村
で
も
従
業
員
に

自分の健康は自分で
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会場は参加者で超満員

平成 4年度いきいき健康教室の開校式が5月 25

日、林業総合センターで開かれました。

誰もが常に活力があり、健康で充実した毎日で

あり、かつ長寿でありたいと望んでいます。そこ

で、町民の健康度を高めるには、『自分の健康は自

分で』という意識と栄養、運動、休養の 3つのバ

ランスを考慮した積極的な健康づくりの輪を、皆

で力を合わせて広げていく必要があり、その活動

のリーダー養成をしようと町と健康を守る婦人の

会が協力して開いたもので、今年で 2回 目になり

ます。

式には、受講生や関係者約50人が出席。受講方

法や運営方法の説明、学級長や副学級長等役員の

選出が行われました。

教室は、5月 から12月 の間に8回開かれ、健康

で明るい文化生活を営むための合理的な食生活、

健康づくりなどの勉強をして、全体の健康レベル

を高めるための研修を行います。また、受講生は、

受講後それぞれの地域において伝達講習を行うこ

とになっています。

今年は新たに28人が受講

今
年
も
に
ぎ
わ
っ
た
演
芸
大
会

今
年
で
二
十
二
回
目
を
迎
え
た
町
老
人
ク

ラ
ブ
演
芸
大
会
が
五
月
二
十
九
日
、
町
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

現
在
、
町
内
に
は
二
十
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り

会
員
数
千
三
百
九
人

（男
五
百
六
十
人

・
女

六
百
四
十
九
人
）
。
こ
の
内
約
四
百
人
が
演
芸

大
会
に
参
加
さ
れ
、
民
謡
や
合
唱
、
踊
り
、

寸
劇
な
ど
に
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

年
に

一
度
の
演
芸
大
会
と
あ

っ
て
お
年
寄

り
は
大
張
り
き
り
。
梅
香
苑
や
高
森
寮
か
ら

も
加
わ

っ
た
四
十
の
出
し
物
に
会
場
は
拍
手

と
笑
い
に
包
ま
れ

一
日
中
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
お
年
寄
り
も

「毎
年
の
楽
し

み
の

一
つ
で
す
。
来
年
も
練
習
を
し
て
、
是

非
参
加
し
ま
す
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ｔ
臓
駄
．．．

放牧牛を取材するKTVQ局

ふ
た
つ
の
中
学
校
で

春
の
運
動
会

一
足
早
い
運
動
会
が
五
月
十
七

日
と
二
十
四
日
、
高
森
東
中
学
校

と
高
森
中
学
校
で
町
内
の
ト
ッ
プ

を
き

っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

二
月
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
た

高
森
中
学
校
の
運
動
会
で
は

『
フ

ア
イ
ヤ
ー

・
ア
ッ
プ

・
ニ
ュ
ー
パ

ワ
ー
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
三
百

五
十
八
人
の
生
徒
が
赤
、
青
、
自

団
の
三
つ
に
分
か
れ
て
、
徒
走
や

団
体
競
技
な
ど
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
学
年
別
リ
レ
ー
や
百
足

競
争
に
は
親
も
参
加
、
子
供
た
ち

か
ら
大
き
な
声
援
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

会場から笑いをさそった

寸劇「妖怪変化」

男子生徒全員による組体操

(6)

S総

町
の
話

話題がありま

したら、お知

らせください。

総務課

広報統計係

(国②llll)
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